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若
者
の
地
元
定
着
と
ふ
る
さ
と

回
帰
の
推
進
に
つ
い
て

①
県
内
就
労
を
促
す
た
め
の
施
策
と
し

て
、
市
町
村
と
連
携
し
た
広
域
的
な

取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
。

②
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
活
用
に
よ
り
県
内

に
住
み
続
け
な
が
ら
都
市
部
と
変
わ

ら
な
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
若
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
就
労
相
談
の
充
実

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、（
一
社
）
ふ
る

さ
と
山
形
移
住
・
定
住
推
進
セ
ン

タ
ー
が
移
住
・
定
住
の
中
核
的
な
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
県
、
市
町

村
、産
業
界
、大
学
等
が
一
丸
と
な
っ

た
取
組
み
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

市
で
は
、
進
学
や
就
職
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
10
代
後
半
か
ら
20
代
の
転
出

に
よ
る
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
「
じ
も
と
就
職

応
援
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
激
励
金
」
を
創

設
し
、
市
内
企
業
の
人
材
確
保
と
新
規

学
卒
者
の
地
元
就
労
を
後
押
し
し
て
い

ま
す
が
、
市
独
自
の
取
組
み
だ
け
で
は

持
続
的
な
人
材
確
保
が
難
し
く
、
広
域

的
な
取
組
み
が
必
要
で
す
。

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
と
定
着
に

向
け
、
県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
い
く

取
組
み
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

北
村
山
高
校
に
お
け
る
特
色
あ

る
高
校
教
育
の
実
現
に
向
け
た

探
究
型
学
習
の
充
実
に
つ
い
て

高
校
生
が
地
域
課
題
を
探
究
す
る
学

習
や
企
業
で
の
職
場
体
験
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元
の
大

人
と
関
わ
り
な
が
ら
地
域
の
特
色
あ
る

姿
や
魅
力
、
仕
事
、
職
業
観
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
連
携
と
包
括
的
な
支
援
を
推
進

す
る
こ
と
。

令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新

学
習
指
導
要
領
で
は
、「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」
が
必
修
と
な
り
、
高
校
生

の
主
体
的
で
協
働
的
な
学
び
の
環
境
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
本
市
唯
一
の
高
校
で
あ
る

県
立
北
村
山
高
校
が
地
域
と
の
連
携
で

よ
り
魅
力
的
な
教
育
が
で
き
る
よ
う
、

今
年
度
北
村
山
高
校
と
協
力
し
て
「
新

庄
・
最
上
ジ
モ
ト
大
学
尾
花
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
」
を
開
講
し
ま
す
。
地
域
学
習
を

通
じ
て
北
村
山
高
校
生
の
主
体
的
な
学

び
が
育
ま
れ
、
こ
れ
に
よ
り
市
の
未
来

を
担
う
人
材
育
成
と
定
着
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

企
業
、
地
域
、
学
校
、
行
政
が
連
携

し
て
探
究
型
の
学
び
を
よ
り
一
層
推
進

し
、
特
色
あ
る
高
校
教
育
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▲市の基幹産業である農業。農業者が将来に
希望が持てるよう、担い手育成・持続的発
展のための施策が必要です。

●
地
域
交
通
網
の
維
持
に
向
け
た
取
組
み

へ
の
財
政
支
援
（
高
齢
者
お
も
い
や
り

タ
ク
シ
ー
事
業
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
、

生
活
交
通
タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
、
タ
ク

シ
ー
を
活
用
し
た
公
共
交
通
再
編
事
業
）

●
保
育
料
の
段
階
的
無
償
化
の
早
期
実
現

●
一
般
国
道
347
号
の
24
時
間
通
年
通
行
化

の
整
備
促
進
お
よ
び
バ
イ
パ
ス
化
な
ど

改
良
整
備
促
進

●
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
解
体
経
費
に

対
す
る
財
政
支
援

●
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保
と
財
源
保
障

機
能
の
維
持

●
過
疎
地
域
に
お
け
る
企
業
振
興
策
の
充

実
●
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
農
山

村
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
各
種
制

度
の
継
続
・
拡
充

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し

て
実
施
し
た
利
子
・
保
証
料
補
給
に
対

す
る
令
和
８
年
度
以
降
の
財
政
支
援

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
維
持
継
続

す
る
た
め
の
財
政
支
援

●
消
防
防
災
施
設
整
備
事
業
に
係
る
補
助

対
象
設
備
の
拡
充

●
消
防
団
員
報
酬
の
見
直
し
に
係
る
財
政

支
援

●
国
道
347
号
北
町
地
内
十
字
路
へ
の
交
通

安
全
施
設
(信
号
機
)の
整
備
促
進

●
子
育
て
支
援
医
療
制
度
の
拡
充

●
診
療
所
運
営
経
費
へ
の
財
政
支
援

●
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
の
財
政
支
援
と

充
実
強
化

●
北
村
山
公
立
病
院
へ
の
財
政
支
援

●
道
路
(橋
梁
)等
長
寿
命
化
対
策
に
係
る

点
検
診
断
費
用
へ
の
財
政
支
援

●
雪
国
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

雪
対
策
に
対
す
る
財
政
支
援
等
の
拡
充

●
東
北
中
央
自
動
車
道
の
建
設
促
進

●
市
道
・
県
道
の
整
備
促
進

●
一
級
河
川
｢沢
の
川
｣の
河
川
改
修

●
河
川
流
下
能
力
向
上
事
業
の
促
進

●
土
砂
災
害
対
策
事
業
の
整
備
促
進

●
流
雪
溝
へ
の
導
水
に
伴
う
水
利
権
の
許
可

●
一
般
県
道
東
根
尾
花
沢
線
の
改
良
整
備

地
域
の
発
展
に
関
す
る
こ
と

医
療
に
関
す
る
こ
と

教
育
に
関
す
る
こ
と

産
業
に
関
す
る
こ
と

市
民
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
こ
と

社
会
基
盤
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

▲豪雪地帯でも市民が安全安心に暮らせる雪
対策が求められています。

▲北村山高校と地域・産業・行政が一体となっ
た魅力ある教育環境の整備が求められてい
ます。

▲災害など不測の事態に従事する消防団。安
全安心な暮らしに欠かせない存在です。

▲「子育て日本一への挑戦」を掲げる尾花沢。
子どもを産み育てられる環境づくりと経済
基盤の確保が必要です。

▲人口減少・高齢化する中、路線バスに代わ
る公共交通の運行も試行されています。

その他の要望事項


